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ア ー バ ス キ ュ ラー 菌根菌の 胞子表層 の 糖鎖構成 と自家蛍光の 特徴につ い て
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【は じめ に 】　 菌類 の 細胞壁 は様 々 な多糖に よ り構成 されて お り，細胞壁を構成する

主 な多糖は 菌類の 種類に よ り異 なる こ とが知 られ て い る。接合菌類 の 菌糸細胞 壁 を構

成す る多糖は ，主 にキチ ン，キ トサ ン とい われて い る。ア ーバ スキ ュ ラー菌根菌 （AM
菌）は接合菌類（Zygomycetes ）の Glomales 目に属 して い るが ，　 AM 菌 の 胞子 や菌糸

の 細胞壁 を構 成す る 多糖 の 定性的分析 は ， キチ ン，β
一1，4 −

glucan ， β
一1

，
3　
−
glucan

に限定 され て お り， また供試菌 も
一

部の AM 菌 に限 られ て い る 。 そ こで ，本研 究で は，

Glomales 目に属 す る 代表 的な AM 菌数種の 胞子 壁表層お よび菌糸 の 細胞壁表 層の 構

成糖鎖 を レクチ ン や多糖結 合性蛍光色素な どの 糖鎖認識 プロ
ー ブを用 い て 定性 的 に

分析 し，同時 にそれ らの 自家蛍光の 強度を分析する こ とに よ り，
AM 菌の 胞子 および

菌糸の 組織化 学的特徴の 評価を試み た の で，そ の 結果 につ い て 報告す る 。

【材料お よび方法】　供試 AM 菌は草地試験場保有 の Acaulospora 　longula，　Glomus
clarum −like

，
　 G．　 e　tunicatum ，　 G．　 in　traradices

，
　 G 顧 spo1 ヨ m ε  a境 a ，

　 Gi．　 rosea ，

Scutellospora　cerradensis の 計 4 属 7 種 9株で ある 。AM 菌胞子 お よび subtending

hyphae の表層の 構成糖鎖の 定性的分析 には ， β
一1

，4−glucan に特異的 に結合す る

calcofiuor 　white 　M2R （CW ）と，FITC が結合 した 5 種 の レ クチ ン（Con　A ，
　WGA ，

　LTA ，

SBA
，
　PNA ）を使用 した 。　AM 菌胞子，　 subtending 　hyphae お よ び胞子 内容物の 自家

蛍光 は， U （330 −385nm ），
　IB（460−490nm ），　 IG（520 − 550nm ）励起 下で 観察 した。

【結果お よび考察】　 供試 した すべ て の 胞子お よび subtending 　hyphae は ，
　 U ，

　 IB，

IG 励 起 下 で 自家 蛍光 を 示 し た 。

一
方 ， 胞 子 内 容 物 は ，

　 G顧 spora 属 お よ び

Scutellospora属 に の み 認め られた 。　CW は ，
　subtending 　hyphae には 全体的に結合

し ， 青色の 蛍光を呈 した 。

一
方 ，

CW の 胞子壁表層に対する反応性は ，
　AM 菌の 種類

によ り異な り ， 結合 による 青色蛍光 を示 す もの と ， 表層 の 大部分が 自家蛍光 しか 示 さ

ない もの が認 め られ た 。 FITC −WGA は ，
　 subtending 　hyphae に対 して 全体的に結

合 し緑色蛍光を発 した が，胞子壁表 層 に対 して は ，

一
部の 胞子 を 除い て ，結合 しなか

っ た。
一

方 ， 他の 4 種の FITC 結合 レ クチ ン は ，

一部の 胞子 を 除い て ，胞子 壁表 層 に

はほ とん ど結合 しなか っ たが，G！omus 属の subtending 　hyphae に対 して 反応 性を

示す もの が見 られた 。 以上 の 結果 は ， β
一1，4−glucan お よびキチ ン は ，従来 分析 され

た 接合菌類 と 同様 に ，AM 菌 の subtending 　hyphae 表層 に存在 して い る こ とを示 し

て い る 。

一
方，

一
部の AM 菌 にお い て ，　CW お よ び FITC−WGA は胞子壁表 層 に対 し

て 反応性を 示 さなか っ たが ，
こ の 理由 と して ，表層に結合する糖鎖が存在 しなか っ た ，

ま た は結合 を妨 げる ような物質が存在 した ，な どの 可能性 が考え られた 。

（こ の 研究 は，生 研機構 「新技術 ・新分 野 創 出 た め の 基 礎 研 究 推 進 事 業 」 の
一

環 と し て 実施 さ れ た 。）
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